
長
泥
の
桜  

七
曲
が
り
峠
の
花
物
語

ふ
れ
愛
館
だ
よ
り

交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」

か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す
。

　『
長
泥
の
桜
』は
、長
泥
地
区

の
中
心
部
に
降
り
て
い
く「
七

曲
が
り
峠
」（
国
道
３
９
９
号

線
）に
連
な
る
桜
並
木
。上
皇

上
皇
后
両
陛
下
の
ご
成
婚（
昭

和
34
年
）を
祝
し
長
泥
出
身
の

初
代
村
長
・
髙
橋
市
平
村
長
が

寄
贈
し
た
桜
を
植
樹
し
た
こ

と
が
そ
の
始
ま
り
で
、昭
和
56

年
に
は
20
本
の
桜
を
補
植
し
、

住
民
が
力
を
合
わ
せ
て
手
入

れ
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
２
年
に
は
、行
政
区

単
位
で
地
域
づ
く
り
を
進
め
る

「
や
ま
び
こ
運
動
」の一
環
で『
花

の
里 

長
泥
』を
掲
げ
、区
内
全

世
帯
に
吉
野
桜
を
配
付
。ま
た
、

サ
ツ
キ
、ツ
ツ
ジ
、ア
ジ
サ
イ
な
ど

を
植
樹
し
、「
七
曲
が
り
峠
」は
、

桜
を
筆
頭
に
、『
花
の
里 

長
泥
』

の
名
所
と
し
て
広
く
親
し
ま
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。峠
の
最

上
段
に
整
備
さ
れ
た
展
望
広
場

か
ら
は
、桜
並
木
と
山
並
み
の
向

こ
う
に
太
平
洋
を
望
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。ま
た
峠
の
中
ほ

ど
に
は
、「
よ
う
こ
そ
花
の
里

長
泥
へ
」と
記
し
た
碑
が
建

て
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
成
23
年
の
東
日
本
大

震
災
と
原
発
事
故
の
影
響

で
、長
泥
地
区
は
村
で
唯
一の

「
帰
還
困
難
区
域
」に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。し
か
し
そ
の

立
ち
入
り
が
制
限
さ
れ
た

中
で
も
可
能
な
限
り
の
手

入
れ
が
行
わ
れ
、住
民
不
在

の
春
も
、『
長
泥
の
桜
』は
咲

き
続
け
ま
し
た
。

　
長
泥
地
区
の
避
難
指
示
は

令
和
５
年
に
特
定
復
興
再
生

拠
点
区
域
と
区
域
外
の一
部

で
解
除
さ
れ
ま
し
た
。地
区

の
皆
さ
ん
は
そ
の
前
年
か
ら

３
年
間
に
わ
た
り「
長
泥
植

樹
祭
」を
開
催
。植
樹
に
は

長
泥
に
想
い
を
寄
せ
る
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
加
わ
り
、

「
花
の
里
」再
生
に
か
け
る

想
い
を
木
々
に
託
し
ま
し
た
。

薄紅色の桜花に覆われる「七曲がり峠」。つづら折り
の峠道ならではの花景色が楽しめます。

歴
史
の
散
歩
道

お
す
す
め
図
書
を
紹
介
し
ま
す

令和６年10月の植樹祭の様子。３年間の事業で桜
をはじめとする約840本の花木を植樹しました。

伊与原新 著
新潮社

藍
を
継
ぐ
海

　
第
1
7
2
回
直
木
賞
受
賞
作
品
。科
学
的

要
素
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
身
近
な
も
の
を

題
材
と
し
た
5
つ
の
短
編
集
。一
話
一
話
に
と
て

も
リ
ア
リ
テ
ィ
が
あ
り
、探
究
心
や
知
的
好
奇

心
が
沸
い
て
く
る
よ
う
な
作
品
で
す
。

サ
ル
の
群
れ

飯
舘
村
に
も
出
没
中
！

特
性
を
知
り
、被
害
を
減
ら
そ
う
！

お
う
ち
で
簡
単
！

マ
ン
ガ
で
わ
か
る
薬
膳
・
漢
方

　
体
の
不
調
を
改
善
で
き
る
身
近
な
対
処
法

を
わ
か
り
や
す
く
教
え
て
く
れ
る
1
冊
。薬

膳
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
…
と
思
う
初
心
者
の
方

で
も
し
っ
か
り
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。体
を

調
え
る
た
め
に
ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

杏仁美友 著
咲間はち子 ・サイドランチ マンガ
池田書店

　
令
和
６
年
度
の
調
査
に
よ
る
サ
ル
の
分
布
図
を
掲

載
し
ま
す
。サ
ル
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
は
全
国

各
地
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。サ
ル
の
特
性
を
知
り
、効

果
的
な
対
策
を
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

大倉１群
78頭

大倉４群
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上野群
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佐須Ｂ群
54頭
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約30頭
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約20頭大火山群（仮）

約10頭
山辺沢群（仮）
約30頭

八和木群（仮）
約20頭

飯樋群（仮）
約70頭

疣石山Ｂ群
76頭
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47頭

実線の枠はそれぞれの群れ
の遊動域を表しています。点
線 の 楕 円 は 、遊 動 域 や 頭 数
が不明な「未標識群」の存在
を表しています。

■ニホンザル生息分布図 （令和６年度）

　問  産業振興課農政係☎︎0244-42-1625

※点線は未標識群

農政係からのお知らせ

❶ 音や声で威嚇する　大きな音や声でサルを驚かせましょう。
❷ サルに向かって移動する　音や声を出しながらサルに向かって歩き、怖がらせます。
❸ 林の中に踏み込み追い払う　無理のない範囲で。「安心できない」と知らしめます。
❹ サルの気配がなくなるまで待つ　気配がなくなれば林の奥まで逃げています。

※上のイラスト・上下の記事（部分流用）は福島県避難地域鳥獣対策支援員・
京黒篤志さんの「いいたてイノサル通信」広報いいたて令和６年11月号から。

飯舘村鳥獣被害対策実施隊が
村 内 一円で 見 回りと捕 獲を行
なっています。また、村では防護
柵の貸与を行なっています。被
害・目撃の情報、柵設置のご相
談は、農政係までお願いします。

■連携した取り組みを

ニホンザル

10cm

昼 行 性で 群 れで 生 活
します。何でも食べる
雑食性です。

ヤーメッシュ、有刺鉄線、電気柵を組
み合わせた「複合柵」が効果的です。
サルは近くに木や電柱などがある
と、そこに登ってジャンプして飛び込
んでしまいます。サル対策の柵を設
置する際は、それらから３ｍ程度は
離してください。

サルはしつこく出てきますが効果的な追い払いを続けていれば、いずれ効果が出ます。
■根気よく追い払おう！

■特性を知り対策しよう！
　サルは高い運動能力を持ち器用に手を使います。嗅覚や聴覚は人間と
同じくらいで、哺乳類としてはあまりよい方ではありません。視力も人間と
同じ位ですが、これは哺乳類としてはよい方です。目で見てエサを探すの
で、狙われやすい作物を畑の中ほどに植え、周囲から見えにくくすること
も有効です。また、柵をよじ登ることができるので、サルの対策には、ワイ

広報いいたて  令和７年５月号広報いいたて  令和７年５月号 広報いいたて  令和７年５月号広報いいたて  令和７年５月号 20202121


